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5. 事業事前計画表（基本設計時） 

1. 案件名 

ガーナ国アッパーウエスト州基礎医療機材整備計画 

2. 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

 ガーナ国は 1993 年の民政移管以降、順調に民主化プロセスを進展させ、2000 年に民主的

選挙での政権交代を実現した。経済面では、マクロ経済の是正に取り組むなど、経済再建に

向けて努力している。しかし、経済は金とカカオの輸出に依存しており、国際貿易の影響を

受けやすい脆弱な経済構造、貧困問題と地域格差をかかえている。 

保健医療分野でもサービスのアクセスの都市部と農村部の間での地域格差が大きく、特に

経済的に立ち遅れている北部 3州（ノーザン州、アッパーウエスト州、アッパーイースト州）

は州全体の人口に占める貧困層の割合がそれぞれ 69%、84%、88%で、近代的な医療に接する

機会を持ち得ない人も圧倒的に多く、必然的に基本的な保健指標も低い。そのため第二次保

健 5 ヵ年計画（2002 年～2006 年）において「最貧困州に焦点を当てた、質の高い保健医療

サービスへのアクセスに係る格差是正」が戦略目標の一つとしてあげられている。 

我が国はガーナの開発計画に沿って北部への戦略的な支援の強化を進めており、その方針

に基づき、JICA は各種スキームによる協力を関連付け、その相乗効果により援助効果を高め

ることを目的に、技術協力プロジェクト、無償資金協力プロジェクト、専門家派遣、ボラン

ティア派遣事業からなる JICA プログラム「アッパーウエスト州住民の健康改善プログラム」

を立案している。本計画はその構成要素の一つとして位置づけられている。 

 同 JICA プログラムは、技術協力のソフト面でのシステム強化、無償資金協力による必要

な医療機材の調達による施設の環境整備等を通じ、地域住民が享受できる基礎的保健サービ

スを効果的に改善することを目指したものである。特に、住民のファーストコンタクト先で

ある CHPS では産科関係の疾病が多いため、保健サービスのレファラルネットワークを通し

て、母子の健康が向上することが期待される。 

以上の一体化事業のコンセプトのもと、無償資金協力である本計画ではアッパーウエスト州

の病院（6 施設）、保健所（58 施設）、コミュニティ看護師養成学校（1 施設）へ機材を調達

し、医療サービス体制と教育環境の改善を通して、プログラム成果である州全体の保健サー

ビスへのアクセスと質の向上を図るものとする。 

* CHPS（Community Health Planning and Service）とは、保健所の下位施設としてヘル

スポストを建設し、そこにコミュニティ看護師を常駐させて各戸を巡回して基礎的保健サ

ービスを提供するもの。 

3. プロジェクト全体計画概要 

※無償資金協力案件を投入の一つとする相手国政府によるプロジェクト全体概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲および規模） 

・アッパーウエスト州の 6病院および保健所の医療サービスが改善される。 

・病院保健所間のレファラル体制が改善される。 

・コミュニティ保健師養成学校の教育内容が改善される。 

・裨益対象：アッパーウエスト州住民、約 60 万人（2005 年） 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

 ・州／郡病院において医療機材が整備される。 

 ・保健所の医療機材が整備される。 

 ・コミュニティ保健師養成学校において教育・実習機材が整備される。 

 ・無線機や救急車が整備される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

ア 対象医療施設の診断・治療機材、車両および無線機が整備される。 

イ 上記機材を使用して医療活動を実施する。 

(4) 投入（インプット） 

ア 日本側：無償資金協力 1.63 億円 

 



イ 相手国側 

（ア）既存無線機のバッテリー交換 

（イ）機材の運営・維持管理に係る経費 

(5) 実施体制 

主管官庁：ガーナ国保健省 

実施機関：アッパーウエスト州保健局 

4. 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

アッパーウエスト州 

(2) 概要 

アッパーウエスト州内 6病院、58 ヵ所の保健所の医療機材およびコミュニティ保健師養成

学校教育・実習機材の調達 

(3) 相手国側負担事項 

・既存無線機のバッテリー交換 

・機材の運営・維持管理に係る経費 

 

(4) 概算事業費 

概算事業費 

  1.64 億円（日本側 1.63 億円、ガーナ国側 0.01 億円） 

(5) 工期 

入札関連業務、施工監理業務期間を含め約 12 ヶ月（予定） 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

 なし 

5. 外部要因リスク（プロジェクトの全体計画の目標の達成に関するもの） 

なし 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

なし 

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提言 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

 対象病院 6 病院合計 

 2006 年 2009 年 

外来患者数 128,000

周産期健診件数 10,800

分娩件数 5,100

帝王切開件数 603

超音波診断数 171

臨床検査数 116,300

下位施設からのレファラル件数 245

 

 

 

増加 

 対象保健所（郡合計） 

普通分娩 2006 年月間 2009 年 

ジラパ郡 94

ローラ郡 32

ナドウリ郡 84

シサラ東郡 13

シサラ西郡 14

ワ東郡 28

ワ 424

 

 

 

増加 



  

対象保健所（郡合計） 

周産期健診件数 2006 年月間 2009 年 

ジラパ郡 655

ローラ郡 285

ナドウリ郡 491

シサラ東郡 172

シサラ西郡 53

ワ東郡 221

ワ 87

ワ西郡 349

 

 

 

増加 

 

コミュニティ保健師養成学校（コミュニティ保健師養成コースにおいて） 

 2006 年 2008 年 

教育機材を使用する授業数 なし 実施 

実習機材を使用する授業数 なし 実施 

（教育用機材、実習用機材を使用・活用した授業が機材調達後開始され、2008 年の段階

でも継続的に使用・活用されている） 

 

(2) その他の成果指標 

 なし 

(3) 評価のタイミング 

2009 年以降（機材稼動後、2年経過後） 

 



6. 参考資料／入手資料リスト 

 
書名 出典 出典年月 

Upper West Regional Health Services 
2005 Draft Annual Report Ghana Health Service 2005 年 4 月 
   
The Ghana Health Sector 2006 
Programme of Work Ministry of Health 2006 年 1 月 
   
Accelerating Improvements in 
Maternal and Newborn Health in 
Northern Ghana 

Emergency Obstetric and 
Newborn Care (EMONC) 
Team 

2005 年 12 月 

   
An In-Depth Analysis of HIV 
Prevalence in Ghana ORC Macro 2005 年 4 月 
   
The Stall in Mortality Decline in Ghana ORC Macro 2005 年 12 月 
   
Upper West Regional Hospital 
Annual Report 2005 

Upper West Regional  
Hospital 2006 年 

   
Jirapa District Hospital 
Annual Report 2005 Jirapa District Hospital 2006 年 
   
Nadowli District Hospital 
Annual Report 2005 Nadowli District Hospital 2006 年 
   
Lawra District Hospital 
Annual Report 2005 Lawra District Hospital 2006 年 
   
Sissala East District Hospital 
Annual Report 2005 

Sissala East District 
Hospital 2006 年 

   
Nandom Hospital 
Annual Report 2005 Nandom Hospital 2006 年 
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